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アジェンダ

【全体説明】
１．自治体から発信される避難情報等の現状
２．Ｌアラート発信情報の地図化等の実現に向けた取り組み
３．検証会の状況について
４．検証会当日のシナリオ
５．検証環境によるプロトタイプデモの流れ
６．検証会場アンケート結果（抜粋）

【発令業務検証デモ】
７．プロトタイプシステムのデモ

【その他】
８．ご質問など
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ＬアラートＬアラート
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市区町村における避難情報等の入力と伝達の現状

１．自治体から発信される避難情報等の現状

テキストのみの伝達。
『○○地区に避難勧告』とテキストで発表
されても特定の人しか分からない。

テキスト情報のみを受信。
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２．Ｌアラート発信情報の地図化等の実現に向けた取り組み

①避難勧告等の発令業務に係る
実態調査

②地理情報付避難勧告等発令情
報のＬアラート発信に関する標準仕
様案の策定

③標準仕様案に基づいたＬアラート
連携システムの試⾏

④試⾏結果を踏まえたヒアリング、
課題整理に基づいた報告書作成

①②④ 報告書作成
（発令業務調査結果や標準仕様書案、

検証時のヒアリング結果や課題を
含む）

③ Ｌアラート地図表示化検証
（Ｌアラート検証用ノードの構築、

自治体が発信するエントリーシス
テムのプロトタイプ作成など）

平成２９年度の取り組み 平成２９年度の成果
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３．検証会の状況について

▌下記日程にて、横浜市様、藤沢市様、焼津市様、各関係者の皆様のご協⼒
のもと検証会を実施いたしました。

。

▌各検証会場の様子（※各自治体様の災害対策本部等にて実施）
横浜市検証会場 藤沢市検証会場 焼津市検証会場

情報発信者 会場 日程 時間
横浜市 横浜市役所５階 災害対策本部運営室 1月26日(⾦) 14:00~16:00
藤沢市 藤沢市役所７階 災害対策本部室 1月30日(火) 14:00~16:00
焼津市 焼津市消防防災センター 1 階 2月 1日(木) 14:00~16:00
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４．検証会当日のシナリオ

項番 項目 時間 説明
1 全体説明 １５分 ・検証の流れをご説明。

2 「台⾵」の発令に関す
る検証

４５分 • 自治体様が発令業務を⾏う機会が多いケースを選定。
• 事前に発令地区の地理情報を整備。
• 選択のみで地理情報付きの情報をＬアラートへ送信。

3 「大規模火災等」の発
令に関する検証

２０分 • 突発的な災害のケースを想定。
• 事前に地理情報が準備できない場合の⼊⼒検証。

４ 意⾒交換 ３０分 • 地理情報の有用性について
★すべての自治体で有効と回答。

• 防災担当者が地理情報を発信する際の、懸念事項や、負荷の
軽減策について
★初めて操作してみたが、スムーズに操作できた。
★同じ操作の繰り返しであり、何かこなせれば慣れてくる。

• 改善点など
★⼊⼒した情報を発信前にプレビューしたい。
★更新された地理情報が分かるよう点滅等の強調表示が必要

５ アンケート記⼊ １０分 ・検証会参加者がアンケートを記⼊。

○ 検証会タイムテーブル
▌シナリオは『⾵水害』と『大規模火災』を想定し、各自治体様の運用に基

づき検証を⾏いました。 （所要時間：約２時間）
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５．検証環境によるプロトタイプデモの流れ

２．検証用エントリーシステムにて
地理情報を⽣成

検証用
次世代Ｌアラート

新Ｌアラートビューワ

ケーブルテレビ
（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｷｬｽﾄ）

スマートフォン向けアプリ

自治体

検証用仮想環境

検証用エントリーシステム

１．検証用エントリーシステムを使い、
避難勧告等発令情報を⼊⼒

３．伝達事業者向けのフォーマット
へ変換し、データ配信

４．自治体や業者等での情報受信 ５．個人のスマートデバイスで受信

６．自宅テレビにて情報受信

地図上で表示

地図上で表示

ｼﾞｬﾊﾟﾝｹｰﾌﾞﾙｷｬｽﾄ(株)

専用ビューワ

NTTﾚｿﾞﾅﾝﾄ(株)ﾌｧｰｽﾄﾒﾃﾞｨｱ(株)

地図上で表示 地図上で表示



8 © NEC Corporation 2018

６．検証会場アンケート結果（抜粋）

▌地理情報の有効性について

▌地図発令地区のわかりやす
さ、色の視認性について

▌ハイブリッドキャスト、防災アプリついて

▌地理情報付避難勧告等情報の実用化に向け
て

ハイブリッドキャスト 防災アプリ① 防災アプリ②

わかりやすさ 視認性

まったく必要ない、
必要ない 0.0%

有効であった
21.7%

非常に有効であった
68.3%

分からない
0.0%

分かりにくい
11.8%

非常に
分かりやすい
5.9%

非常に分かりにくい、
分からない 0.0%

分かりにくい
11.8%

非常に分かりにくい、
5.3%

分からない
5.3%

非常に
分かりやすい
15.8%

分かりやすい 82.4% 分かりやすい 68.4%

分からない、分かりにく
い、非常にわかりにくい、

0.0%

非常に
分かりやすい
26.3%

分かりやすい 73.7%

非常に
分かりやすい
26.1%

分かりやすい 73.9%

分からない,分かりにくい、
非常に分かりにくい

0.0%

非常に分かりにくい、
分からない 0.0%

分かりにくい
8.7%

非常に
分かりやすい
13.0%

分かりやすい 78.3%

実運用を開始する必要はない、
分からない 0.0%

早急に実運用
を開始すべき
38.9%

実用化試験等に
よる検証が必要
44.4%

全自治体様より地図での発令は有効と回答。

地図を使った伝達事業者の表示について、80%以上で分かりやすいと回答。

地図上での発令について、90%以上で分かりやすいと回答。 80%以上が実用化試験の継続を希望。

実運用に向けての課題
検討が必要 16.7%






